
公益社団法人 日本食品科学工学会 第 68回大会要旨 

 

 

【目的】 ヒトは 430 種類以上の味覚・嗅覚受容体によって食品の味や香り（フレ

ーバー）を感知している。近年ではこれら受容体の応答評価により分子レベル

でのフレーバー解析が可能となりつつあるが、フレーバー成分と受容体の対応

パターンは膨大な数存在することから、その全貌はほとんど解明されていない。

そこで本研究では、任意のフレーバー成分に応答するヒト味覚・嗅覚受容体を

迅速・簡便に特定できる網羅的解析システムを開発した。 

【方法】 HEK293 細胞を宿主として各種ヒト味覚・嗅覚受容体を発現させ、受容

体応答に伴って増加する細胞内セカンドメッセンジャー（Ca2+、cAMP）をGFP蛍

光として検出するレポーターアッセイ系を構築した。フレーバー成分投与後、

GFP 蛍光を示した細胞群をセルソーターによって分取し、遺伝子解析によって

応答受容体を特定した。 

【結果】 ヒト甘味受容体である hT1R2/hT1R3、辛味受容体である hTRPV1、嗅

覚受容体である hOR1A1をモデルとしてレポーターアッセイを実施した結果、い

ずれも対応する既知アゴニスト（Aspartame、Capsaicin、(+)-Carvone）の添加に

よって GFP 蛍光の増加が確認された。続いて、クローブやバナナなどの香気成

分である Eugenolをモデルとして、389 種類のヒト嗅覚受容体から応答受容体を

特定する実証試験を行った。Eugenol 投与によって蛍光を示した細胞群をセル

ソーターによって分取し、遺伝子解析を行った結果、hOR4F6、hOR5K4、

hOR8J3、hOR51E1 が検出された。これらの受容体はいずれも個別の応答評価

においても Eugenol濃度依存的な応答を示したことから、Eugenolの香りの感知

に関わる新規受容体であることが示唆された。本研究で開発したシステムは、ヒ

ト味覚・嗅覚受容体の網羅的解析に適用可能であることが示された。
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